
「
要
員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
よ
る
人
員
削
減
で

国
民
の
暮
ら
し
と
営
業
ま
も
ろ
う

　

２
０
１
０
年
度
の
職
員
定
数

配
置
計
画
が
府
職
労
に
対
し
て

３
月
１
日
に
示
さ
れ
、
こ
の

間
、
各
支
部
・
分
会
で
各
部
局

と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
局
提
案
は
部
局
削
減
目
標
３

２
８
人
を
上
回
る
約
３
８
０
人

の
削
減
提
案
で
あ
り
、
知
事
重

点
配
置
で
１
０
０
人
を
配
置
、

純
減
で
約
２
８
０
人
削
減
の
内

容
で
し
た
。
こ
の
間
の
各
支
部

等
と
部
局
と
の
協
議
に
お
い
て

改
め
て
当
局
提
案
の
不
当
性
が

あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
支
部
と
部
と
の
交

渉
で
は
公
衆
衛
生
研
究
所
に
お

い
て
定
数
上
措
置
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
研
究
員
を
採
用
し
な

い
た
め
４
月
１
日
か
ら
８
人
の

欠
員
が
生
じ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
ま
す
。
府
税
支
部
で
は
当

局
は
市
場
化
テ
ス
ト
に
よ
る
75

人
削
減
を
提
案
し
協
議
し
ま
し

た
が
、
府
職
労
の
指
摘
に
よ
り

当
局
説
明
の
根
拠
が
誤
り
で
あ

っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、
当
局
は

そ
れ
を
認
め
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
業
務
を
切
り
捨
て
、
人
員

定
数
の
変
更
は
し
な
い
と
強
弁

し
ま
し
た
。

　

ど
の
部
局
に
も
共
通
し
て
現

れ
て
い
る
の
が
、
職
場
・
支
部

か
ら
「
こ
れ
で
は
業
務
は
ま
わ

ら
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
要
員
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
で
対
応
す
る
と
強
弁

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
で

は
今
ま
で
当
局
が
言
い
続
け
て

き
た
「
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
配
置
」
で
は
な
く
「
人
員
配

置
に
み
あ
っ
た
業
務
」
へ
と
な

り
大
き
な
問
題
で
す
。

　

職
場
で
は
府
民
の
た
め
に
い

い
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
す

る
た
め
に
は
人
員
が
不
足
す
る

た
め
恒
常
的
残
業
に
な
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
業
務
を
切
り

捨
て
る
し
か
な
い
状
況
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

府
職
労
は
引
き
続
き
人
員
定

数
の
当
局
の
不
当
性
を
追
及
す

る
と
と
も
に
、
各
職
場
か
ら
府

民
の
た
め
の
業
務
の
切
り
捨
て

を
許
さ
ず
、
か
つ
恒
常
的
残
業

の
解
消
で
働
き
や
す
く
、
働
き

つ
づ
け
ら
れ
る
職
場
・
誰
で
も

自
由
に
物
が
言
え
る
職
場
作
り

を
目
指
し
ま
す
。

不当性明らかな
2010年度人員配置

労
働
強
化
と
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

　

環
境
農
林
部
水
産
部
の
循

環
型
社
会
推
進
室
、
環
境
管

理
室
で
は
、
煤
煙
、
粉
じ

ん
、
汚
水
の
排
出
に
対
す
る

規
制
指
導
や
廃
棄
物
処
理
の

基
準
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に

工
場
な
ど
の
現
場
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

現
場
の
指
導
は
、
例
え

ば
、
野
焼
き
の
苦
情
を
受
け

て
煙
の
立
ち
上
る
と
こ
ろ
で

の
指
導
、
廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
漏
れ
の

ド
ラ
ム
缶
の
保
管
状
況
の
確

認
、
鉛
・
六
価
ク
ロ
ム
を
扱

う
工
場
や
下
水
処
理
場
の
処

理
工
程
の
検
査
と
汚
水
処
理

後
の
排
水
の
採
水
、
焼
却
炉

で
の
廃
棄
物
の
投
入
状
況
、

燃
焼
温
度
な
ど
の
点
検
、
廃

棄
物
の
有
害
物
含
有
検
査
の

た
め
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
な
ど

を
日
常
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
健
康
被
害
の
原
因
を
抑

制
す
る
た
め
に
ト
ル
エ
ン
や

キ
シ
レ
ン
な
ど
揮
発
性
有
機

化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
を
扱
う

塗
装
工
場
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
へ
の
立

入
も
行
い
ま
す
。
現

場
へ
の
立
ち
入
り
で

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

や
鉛
な
ど
の
有
害
物

質
、
大
腸
菌
を
吸
い

込
ん
だ
り
、
髪
の
毛

や
皮
膚
に
付
着
す
る
な
ど
曝

露
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
以
降
は

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
再
浮
上

し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
解
体
現

場
へ
の
立
入
り
、
養
生
検

査
、
測
定
が
増
え
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
曝
露
後
、
30

年
～
40
年
の
ち
に
中
皮
種
や

肺
癌
な
ど
を
発
症
し
苦
し
み

死
亡
す
る
事
例
が
社
会
問
題

と
な
り
よ
う
や
く
救
済
制
度

で
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
平
成
18
年
に
ア
ス
ベ
ス

ト
の
立
入
り
を
特
勤
手
当
に

追
加
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
は
現
場
立
入
り
の
危
険
性

を
認
め
て
い
ま
す
。

　

夏
場
・
冬
場
に
関
係
な
く

現
場
指
導
は
あ
り
ま
す
。
廃

止
の
根
拠
を
「
他
府
県
の
８

割
」
に
お
い
て
い
ま
す
が
、

業
務
の
危
険
性
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
。
納
得
で
き
ま
せ

ん
。

特
勤�

④

シ
リ
ー
ズ

現
場
の
立
入
り
で

ア
ス
ベ
ス
ト
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
に
曝
露

　今春闘の最大の
ヤマ場を迎えた３
月18日、大阪春闘
共闘・ 大阪労連
は、「労働者派遣
法の抜本改正を行
え」「全国一律最
低賃金1000円を実
現せよ」など、労
働者と国民の要求を掲げ、大阪総行動を実施しまし
た。
　早朝から府下各地の駅頭での宣伝行動、時限ストラ
イキや職場前での決起集会などが行われ、昼休みはラ
ンチタイムデモ行進が大阪市内４コースで大阪市役所
へ向かって行われました。
　扇町公園での春闘総決起集会には、ナースウェーブ
行動に参加していた医療労働者、JRの職場で働く多
くの国労組合員が合流し、1100人が参加しました。
　集会のあいさつにたった大阪労連の川辺和宏議長は
「大企業はこの10年間で200兆円を超える内部留保を
ため込んだ。労働者の賃上げ、中小零細企業の営業を
まもるために還元せよ。この春闘を国民の暮らしと営
業をまもる春闘にしよう」と呼びかけました。
　デモ行進後、JR西日本本社前で包囲行動が行われ、
JR採用差別事件の解決を訴えました。大阪総行動に
はのべ2500人の組合員が参加しました。

　５時からは、
大阪自治労連提
起で大阪市の非
常勤保育士雇止
め反対の宣伝行
動が市役所前で
取り組まれ、府
職労も合流して
訴えました。

2500人が行動
３･18大阪総行動

JR西日本本社前包囲行動

３･21府民大集会
大企業は社会的責任を果たせ！

労働者、府民4000人集う

　「貧困なく
せ、生活危機
突破府民大集
会」が３月21
日、大阪市北
区の扇町公園
で開催されま
した。黄砂が
空を覆うあい
にくの空模様
でしたが、4000人を超える労働者、府民が参加し、集
会後デモ行進が行われました。府職労から153人が参
加しました。主催は、国民大運動大阪実行委員会で
す。
　主催者を代表してあいさつにたった大阪労連の川辺
和宏議長は「大企業の内部留保の社会的還元、巨額の
軍事予算を国民の経済に回すという二つの聖域に踏み
込む大運動を続けていきましょう」と呼びかけまし
た。
　反貧困キャラバン実行委員会の普門大輔弁護士が連
帯のあいさつ、日本共産党の山下芳生参院議員から国
会情勢の報告が行われました。
　また、保育、医療現場など各分野の４人から現場の
実態と運動を取り組む決意表明があり、集会アピール

を大きな拍手と歓
声で採択した後、
２コースにわかれ
デモ行進を行い、
「軍事費削れ！大
企業は社会的責任
果たせ！」と怒り
のシュプレヒコー
ルを響かせまし
た。

貧
困
な
く
せ 

大
企
業
は
内
部
留
保
を
は
き
だ
せ

10春闘

市役所前での宣伝
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